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ま え が き 

 

一般社団法人電波産業会は、無線機器製造者、電気通信事業者、放送機器製造者、放送事業者及び利用者

の参加を得て、各種の電波利用システムに関する無線設備の標準的な仕様等の基本的な要件を「標準規格」

として策定している。 

 

「標準規格」は、周波数の有効利用及び他の利用者との混信の回避を図る目的から定められる国の技術基

準と、併せて無線設備、放送設備の適性品質、互換性の確保等、無線機器製造者、電気通信事業者、放送機

器製造者、放送事業者及び利用者の利便を図る目的から策定される民間の任意基準を取りまとめて策定され

る民間の規格である。 

 

本標準規格は、「地上デジタルテレビジョン放送の伝送方式」について策定されたもので、策定段階にお

ける公正性及び透明性を確保するため、内外無差別に広く無線機器製造者、電気通信事業者、放送機器製造

者、放送事業者及び利用者の利害関係者の参加を得た当会の規格会議の総意により策定されたものである。 

 

本標準規格が、無線機器製造者、電気通信事業者、放送機器製造者、放送事業者及び利用者に積極的に活

用されることを希望する。 

 

 

 

注意： 

本標準規格では、本標準規格に係る必須の工業所有権に関して特別の記述は行われていないが、当該必須

の工業所有権の権利所有者は、「本標準規格に係る工業所有権である別表 1 及び別表 2 に掲げる権利は、別

表1及び別表2に掲げる者の保有するところのものであるが、本標準規格を使用する者に対し、別表1の場

合には一切の権利主張をせず、無条件で当該別表1に掲げる権利の実施を許諾し、別表2の場合には適切な

条件の下に、非排他的かつ無差別に当該別表2に掲げる権利の実施を許諾する。ただし、本標準規格を使用

する者が本標準規格で規定する内容の全部又は一部が対象となる必須の工業所有権を所有し、かつ、その権

利を主張した場合、その者についてはこの限りではない。」旨表明している。 

なお、詳細については、当会ホームページ（https://www.arib.or.jp/）の IPR ポリシーに掲載の「標準規

格に係る工業所有権の取扱に関する基本指針」を参照のこと。 
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別表1 （第一号選択） 

 （なし） 

 

別表2 （第二号選択） 

特許出願人 発明の名称 出願番号等 備考 

日本放送協会 

誤り訂正復号回路 特許 1585258 日本 
誤り訂正復号方式 特許 1587162 日本、 

ｱﾒﾘｶ、ｶﾅﾀﾞ、 
韓国 

誤り検出回路 特許 1587174 日本、 
ｱﾒﾘｶ 

誤り訂正復号方式 特許 1707686 日本、 
ｱﾒﾘｶ、ｶﾅﾀﾞ、 
韓国 

直交周波数分割多重ディジタル信号送信装

置および受信装置 
特許 2904986 日本、 

ｱﾒﾘｶ、ｲｷﾞﾘｽ、 
ﾄﾞｲﾂ、ﾌﾗﾝｽ 

符号化変調装置および復調装置 特許 2883238 日本 
直交周波数分割多重変調信号伝送方式 特許 3110244 日本 
放送方式および送受信機 特開平 8-294098 日本 
ディジタル信号の送信方法、受信方法、送信

装置および受信装置 
特開平 9-46307 日本 

ディジタル信号伝送方法および受信機 特開平 10-93521 日本 
デジタル信号伝送方法、およびデジタル信号

伝送装置 特開平 10-322388 日本 

デジタル信号伝送装置 特許 3133958 日本 
ＯＦＤＭ波伝送装置 特許 3133960 日本 
デジタル信号送信装置、およびデジタル信号

受信装置 
特開平 10-336158 日本 

送信装置および受信装置 特開 2000-101543 日本 
OFDM伝送システムのAC送受信装置方法お

よび送信装置、受信装置 注１ 特開2002-9727 日本 

日本放送協会 

株式会社 
次世代デジタル 
テレビジョン放送

システム研究所 

デジタル信号受信装置 特許 2975932 日本 

日本放送協会 

株式会社 

直交周波数分割多重伝送方式とその送信装置

及び受信装置 
特許 3083159 日本、 

中国、韓国、 
台湾 
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特許出願人 発明の名称 出願番号等 備考 
次世代デジタル 
テレビジョン放送

システム研究所 

松下電器産業株式

会社 

直交周波数分割多重伝送方式とその送信装置

及び受信装置 
特開 2000-236313 日本 

株式会社 
次世代デジタル 
テレビジョン放送

システム研究所 

 
ARIB STD-B31 1.0版について包括確認書を提出注b 

 

日本ビクター 
株式会社 

直交周波数分割多重信号送受信装置 特許 2790239 日本、 
ｱﾒﾘｶ、ﾄﾞｲﾂ、 
ﾌﾗﾝｽ、ｲｷﾞﾘｽ 

直交周波数分割多重信号送受信装置 特許 2874729 日本、 
ｱﾒﾘｶ 

直交周波数分割多重信号送受信装置 特許 3055540 日本 
直交周波数分割多重信号送受信装置 特許 3055541 日本 
直交周波数分割多重信号の送受信システム 特開 2000-224142 日本 

ソニー株式会社 
ARIB STD-B31 1.0版について包括確認書を提出注a  
ARIB STD-B31 1.1版について包括確認書を提出※  
ARIB STD-B31 2.2版について包括確認書を提出※８  

三菱電機 
株式会社※ 再多重化装置および再多重化方法 特許3216531 日本 

株式会社東芝※ 

東芝エー・ブイ・ 
イー株式会社※ 

デジタル放送システム、デジタル放送演奏所

装置、デジタル放送用送信所装置 特開2000-32410 日本 

モトローラ 
株式会社※１ ARIB STD-B31 1.3版について包括確認書を提出  

モトローラ 
株式会社※２ ARIB STD-B31 1.5版について包括確認書を提出  

松下電器産業 
株式会社※２ ARIB STD-B31 1.5版について包括確認書を提出  

日本電気株式会社 
直交周波数分割多重復調装置、及び直交周波

数分割多重復調におけるシンボルの位相誤差

の補正方法※３ 
特許第3090137号 日本 

日本放送協会 
財団法人エヌエイ

チケイエンジニア

リングサービス 

地上デジタルテレビジョン放送における緊急

速報を受信する受信機、及び緊急速報を送信

する送信装置※４ 
特開2009-213105 日本 

地上デジタルテレビジョン放送における緊急

速報を受信する受信機、及び緊急速報を送信

する送信装置※４ 
特開2009-272954 日本 

QUALCOMM 
Incorporated 

ARIB STD-B31 1.9版について包括確認書を提出※５  
ARIB STD-B31 2.0版について包括確認書を提出※７  
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特許出願人 発明の名称 出願番号等 備考 

QUALCOMM 
Incorporated 

Broadcast and multicast services in 
wireless communication systems※６ JP 2010-502124 

US 20080056387, 
CN, HK, EP, IN, 
KR, TW 

注a ：ARIB STD-B31 1.0版に対して有効（平成13年5月17日受付） 
注b ：ARIB STD-B31 1.0版に対して有効（平成13年5月24日受付） 
※ ：ARIB STD-B31 1.1版の改定部分に対して有効（平成13年11月8日受付） 
※１ ：ARIB STD-B31 1.3版の改定部分に対して有効（平成15年1月22日受付） 
注１ ：ARIB STD-B31 1.4版の改定の際受付分（平成15年5月14日） 
※２ ：ARIB STD-B31 1.5版の改定部分に対して有効（平成15年7月22日受付） 
※３：ARIB STD-B31 1.0版に対して有効（平成19年9月18日受付） 
※４：ARIB STD-B31 1.8版の改定部分に対して有効（平成21年12月7日受付） 
※５：ARIB STD-B31 1.9版の改定部分に対して有効（平成22年7月8日受付） 
※６：ARIB STD-B31 1.9版の改定部分に対して有効（平成23年1月20日受付） 
※７：ARIB STD-B31 2.0版の改定部分に対して有効（平成23年3月18日受付） 
※８：ARIB STD-B31 2.2版の改定部分に対して有効（平成26年3月11日受付） 
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